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 1) 拙稿「小売業における『製品』概念と小売業態論－小売マーケティング論体系化への一試論－」『立命館経営
学』2003年 1月（第 41巻第 5号）参照。 
 2) 例えば，Peter McGoldrick, Retail Marketing (2nd ed.)(2002) pp.70-76;Michael Levy & Barton A. Weitz, 
Retailing Management (5th ed.)(2004) pp.218-228;John A. Dawson, Shopping Center Development (1983) 参
照。 
第 44巻 第 1号      『立命館経営学』     2005年 5月 

























                                                          
3) ドイツにおける食品小売業の市場構造の特徴については，拙稿「1990年代ドイツにおける食品小売業の構造－




































                                                          





 6 ) Michael Müller,” Die Passage－Ausdruck einer Metropole,” EHI, Galerie, Passage und kleinere 
（次頁に続く） 








論』の書き出しで，「パリのパサージュの多くは，1822 年以降の 15 年間に作られた。パサー
ジュが登場するための第一の条件は織物取引の隆盛である。流行品店（マガザン・ド・ヌヴオテ），
















                                                                                                                                                        
Einkaufscenter (DHI, Köln, 1999) C3. 
 7) Vgl.Geist, ebenda, S.94 ; パリのパサージュの建築年，建築家，現存の状況写真などを集めた加藤耕一のホー
ムページ，http://homepage.mac.com/kch_kato/paris/passage/chronique_p.htmを参照。） 
 8) Michael Müller, ebenda, C3. 
 9) ウォルタ ・ーベンヤミン「パリ－19世紀の首都」『パサージュ論』（岩波書店，1993年）（原著Walter Benjamin, 
Das Passagen-Werk, 1982），5ページ。 
10) ベンヤミン，前掲書，5ページ。 

















またベルギー（ブリュッセルの Passage de la Monnaie，1820年），イタリア（ミラノの Galleria de 
Cristoforis，1831-32年）等，ヨーロッパ各地やアメリカ（フィラデルフィアの Philadelphia Arcade，
1826-27年）に広がっていった。ドイツにおいても，ハンブルク（Sillem’s Bazar，1842-45年），
ケルン（Königin Augsta Halle，1863年）等の大都市で建築されていった13)。 





ミラノのガレリア・ヴィットリオ・エマヌエレ 2 世（1965 年建造開始-77 年完成）に代表される
ように，国家的な記念碑としてパサージュが建造されるようになった。このガレリーは，イギ
リス企業が担当し，フランス人技師の仕様とイタリア人技師のデザインで建造されたように国




                                                          
12) 鹿島茂『デパートを発明した夫婦』（講談社，1991年）参照。 
13) Vgl.Geist, ebenda, S.94.  
















仏戦争開始の 5ヶ月前の 1870年 3月であり，71年から建設が始まった。1873年 3月 19日の
パサージュの落成式には，ドイツ帝国を統一した皇帝ヴィルヘルム 1世の訪問があり，皇帝（カ
イザー）の誕生日である 3月 22日に因んで，カイザーガレリーと名付けることが認められた15)。 
 カイザーガレリーは，ベルリン中心市街地のメイン通りであるウンター・デン・リンデン
（Unter den Linden）とフリードリッヒ通り（Friedlich Straße）の交差点の南西角に造られ，幅
7.85m，高さ 13.5m（ガラス屋根のドーム上の高いところで 16m）で，ベーレン通り（Behren Straße）
まで通り抜ける長さ 128ｍにおよぶガレリーである（図 1－B参照）。 





                                                          
14) Vgl. Geist, ebenda, S.95-109 ; 新井洋一氏は，時期区分は同じであるが，各時期の特徴を（1）パサージュ創
世期，（2）パリのパサージュ黄金期，（3）広場型パサージュの登場，（4）都市の記念碑・シンボル化，（5）商
店型パサージュの隆盛としている（新井洋一，前掲書，181ページ参照）。 
15) Vgl. Geist, Kaisergalerie, S.32-40. 
16) ガイストは，著書カイザーガレリーの中で，ガレリー内のそれぞれの店舗区画に入った業者名を年代別に明





























                                                          






図 1－A カイザーガレリーの内部 
（出所：Geist, Kaisergalerie, S.41） 
図1－B カイザーガレリーの平面図 


















ガレリーの 2 階には，1901 年にパサージュ劇場がオープンし，本格的なサービス部門を充実
させることで，都市の人々を魅了する仕組みを作り上げることに成功した。 











年 10 月 2 日にジーメンス社による世界で初めての街路電灯照明がともったことを挙げること







第 1 次世界大戦後の復興過程で見られたベルリンの新しい変化に対応して，1930 年秋から改
                                                          
19) ヴァルター・ベンヤミン『ベルリンの幼年時代 ベンヤミン著作集 12』（晶文社，1971年）13ページ。 
20) Vgl.Geist, Die Kaizergalerie, S.45-49. 
21) Vgl.Geist, Die Kaizergalerie, S.45. 





























                                                          
24) Vgl. Geist, Die Kaisergalerie,S.51-52. 
25) Vgl. Geist, Die Kaisergalerei, S.56-58. 
26) Bruno Tietz, Der Handelsbetrieb : Grundlagen der Unternehmenspolitik, 2. Aufl. (1993), S.1363. Vgl. H. 
Kief-Niederwöhrmeier u. H. Niederwöhrmeier, NEUE GLASPASSAGEN : Lage, Gestalt, Konstruktion 
Bauten 1975-1985 (1986). 
27) ハンブルク及びケルンのパサージュの調査は，ケルン商工会議所（IHK zu Köln）からの小売商業についての
聞き取り調査と併せて，2005年 2月に実施した。 





















































 ハンブルクのガレリー，パサージュ及び小規模 SCの実情は表 1のようになっている。これ
らの商業集積の中心に位置しているのが 1980 年に 2 億マルクを投じて建設されたハンゼフィ




 図 2のようにハンゼフィアテルは，2005年の時点で総面積 45,000㎡（小売面積 9000㎡）小

























図 2 ハンゼフィアテルの平面図（網かけ部分が店舗区画） 
（出所：ハンゼファアテルの公表資料より） 


















































































カルシュタット側とノイマルクト側とに通路が延びている（図 3参照）。店舗は 1 階と地階の 2
層になっていて，ノイマルクトに向かう地階の通路は，そのまま地下鉄（U-Bahn）の駅に繋がっ
ている。最大のマグネット・テナントは，カルシュタットのスポーツ事業部門である
Karstadt-Sportの 5,000㎡であり，次いで書籍チェーン店のMayerscher Buchhandelの 4,500
㎡のとなっている。 
このケルンでも，ノイマルクト・ガレリーだけでなく近隣に位置するオリヴァンデンホフ
（Olivandenhof，売場面積 7,500㎡），ノイマルクト・パサージ（Neumarkt Passage，売場面積 5,320







施したアンケート調査で把握できた都市商業集積 500 地点（ガレリー49地点，パサージュ 194地





ピングセンター数は 95 物件から 240 物件へ，従って 153％分が増加し，総面積は同期間中に















規模 SCとに区分した上で 10年間を単位として期間を取って区分している。 
 1960年以前に開業したのは，パサージュで 1.1％存在するが，ガレリーや小規模 SCでは存
在しない。1970 年以前の時期をとってもパサージュ合計で 3.3％が開業しているに過ぎない。
ガレリーや小規模 SCは，この時期にも開業しているものはなく，大規模なガレリーや SCの 
 
表 3 開業時期別にみた調査対象の商業集積数とその割合（％） 
開業時期 ガレリー パサージュ 小規模 SC 
1960年以前  - 2 (1.1)  - 
1960年～1970年以前  - 4 (2.2)  - 
1970年～1980年以前 1 (3.1) 8 (4.4) 6 (2.3) 
1980年～1990年以前 5 (15.7) 28 (15.3) 20 (7.8) 
1990年～1999年以前 26 (81.2) 140 (77.0) 231 (89.9) 
合計 32 (100.0) 182 (100.0) 257 (100.0) 
（出所：EHI，Galerien, Passagenより作成 ＊小規模 SCとは売場面積 10,000㎡以下のものを指す） 
                                                          
28) EHI, Galerien, A3. 
29) EHI, ebenda, A4. 





















 小売商業分野でも，商業労働者を保護してきた閉店法が 1996 年に改定され，それまで平日















































リーの 1／3 が集中していることが分かる。パサージュについては，第 1 位で最も多いのは同
様に，ノルトライン-ヴェストファーレン州で 37 カ所，19.2%と約 2 割が集中しているが，し







6.8%），ザクセン（人口比率 5.3%で，商業集積体比率 10.8%），ザクセンアンハルト（人口比率 3.2%










おきたい。ここでは，人口 100万人以上の大規模な都市から 2万人以下の小都市まで 6クラス 
 
表 5 人口規模別にみた都市における計画的商業集積の開業地数 
都市の人口規模 ガレリー パサージュ 小規模 SC 
100万人以上 3 14.5 8.5 
50万－100万人 2 2.5 2.4 
10万－50万人 1.1 2.1 2.1 
5万－10万人 1 1.5 1.4 
2万－5万人 1 1.3 1.2 
2万人以下 - 1 1 
（出所：EHI, Galerien, Passagenより作成） 
ドイツにおける都市型商業集積としてのパサージュ，ガレリー（齋藤） 69 
に区分して，それぞれのクラスについて，ガレリーやパサージュの平均開業数を表示している。 
 ガレリーについてみると人口 100 万人以上の都市では平均 3 地点が開業しているが，人口








小規模 SCの場合もパサージュほどではないが，人口 100万人以上の大都市では平均 8.5箇























立命館経営学（第 44巻 第 1号） 70 
表 6 把握した計画的商業集積における店舗タイプ上位 10位のランキング 
順位 ガレリー パサージュ 小規模 SC 
1 衣料品店 スーパーマーケット ディスカウンター 







5 モードハウス シューズ店 シューズ店 
6 レストラン モードブティック モード店 
7 ディスカウンター レストラン モードブティック 
8 飲食業 専門大型店 ホームセンター 
9 男性用調度品 家電・カメラなどなどの機械
類の専門大型店 衣料品店 
10 マルチストア 精肉店 銀行 








冷戦構造の中で異なる体制下に置かれる 2 つの地域に分割統治されてきた。とくに，1960 年
代以降，旧東ドイツ政府が構築した壁で遮られ人々の往来も自由でなかった。西ベルリン地域











































































                                                          
31) Vgl.Tietz, ebenda, S.1364 ; Wolfgang Oehme, Handels-Marketing (2.Auflage) 1992, S.75-76. 
※ 本稿の執筆に際して，ゲルマニスト（Germanist）である同僚の山根宏教授からベンヤミンやベルリンの歴史
について御教示頂く機会を持つことができた。記して感謝したい。但し本稿の内容についての責任は全て筆者
にある。 
